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デジタル学習環境における教材評価

一MIKデジタル教材を対象にした評価研究の取り組みから－
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教育の情報化の進展により教師・児童が大量のコンテンツにアクセス可能な学習環境が整備されはじめ

た。この環境を活かした教材評価の試みとして、アクセスログの分析､教師に対する質問紙調査、児童に対

する学習効果の検討を組み合わせた教材評価を実施した。その結果、デジタル教材の利用実態、学習効果と

の関連性、教師のデジタル教材の利用意図が明らかになった。
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球」では放送番組とインターネットを利用し

た交流学習が展開されている（黒上,稲垣，

2002)

2001年､総合的な学習向けの番組｢おこめ」

から始まった「NHKデジタル教材」は、番

組と連動した異なるメディア特性を備えた学

習リソースを1つのWebサイトとして統合し

た。番組、動画クリップ、Webコンテンツ、

電子掲示板の4種のコンテンツをWeb上でシ

ームレスに利用できる。

デジタル教材化された結果、放送番組単体

では出来なかった学習活動が可能になった。

クリップやWebコンテンツは学習者の個別の

興味関心、課題追究に対応し、掲示板では、

他校との双方向のコミュニケーションを支援

できる。ただし、デジタル教材が総合的な学

習の時間向けの番組からはじめられたことが

象徴するように、デジタル教材は、その中で

学習が完結することは意図されていない。教

師による取捨選択、体験的な活動や他の学習

との併用力揃提となっている。

1．研究の背景

普通教室にもネットワーク、コンピュータ、

プロジェクターが整備されはじめた。教師や

児童・生徒はネットワーク上のコンテンツを

取り出し、活用できる学習環境が整いつつあ

る。「教育の情報化」は、ハードウェアの整

備と同時にソフト面にも及び、膨大な教材が

デジタル化され、ネットワークから縦横に引

き出すことができる。本研究では、このよう

なデジタル化の進む学習環境における評価の

在り方に着目する。

2．放送番組のデジタル教材化

NHKでは、1990年代からデジタル時代を

見据えた教材開発をおこなってきた。「人と

森林」「マルチメディア人体」などである

(菊江,2003)。これらのコンテンツの中では、

番組とは異なり短い映像を学習者の関心に応

じて自由に引き出す「クリップ」が提供され

た。さらにインターネットの普及しはじめた

1998年に放送が始まった「たったひとつの地
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3．デジタル教材における評価

それでは幅広く学習を支援しながらも、利

用枝、実践者によってその活用の方法も異な

るデジタル教材に対して、教材としての効果

をどう評価すればよいのだろうか。

1つにはメディアの特性ごとにそれを用い

ることでどのような学習が可能かを明らかに

することである。稲垣ら(2002)は、電子掲示

板を対象に、学校間交流学習による効果、実

践する教師の役割、コミュニティについて分

析をしている。亀井ら(2003)は、小学校6年日

本史向けの動画クリップを対象に、教師によ

るクリップの提示方法と、それを用いた授業

設計について明らかにした。

他方で、デジタル教材すべてを対象にし、

その効果を検証する試みがある。鈴木ら

(2002)は、NHKデジタル教材「おこめ」を利

用した児童を対象にイメージマップ、情報活

用能力テスト、用語テストによる評価を試み

た。その結果、おこめに関するイメージの広

がり、関連知識の獲得、情報活用能力の高ま

り、デジタル教材の活用状況などが明らかに

している。

高橋・小平(2003)では、一般の教師を対象

にデジタル教材「おこめ」の利用可能性につ

いてグループインタビューを試みている。そ

の結果、デジタル教材は従来の放送番組とは

異なるメリット感があり、利用意欲を持つこ

とができる反面、豊富なコンテンツを前にし

て、初心者の教師でも取り組めるようなナビ

ゲーションが必要であると提言している。

本研究では、上述の鈴木ら(2002)の成果を

踏まえ対象番組を拡大し、デジタル教材のよ

り一般的な評価を試みた結果（稲垣ら2003a,

2003b)をもとに、デジタル学習環境におけ

る教材評価の方法を検討する。

4．教材評価の枠組みと方法

調査の対象はNHKデジタル教材を年間を

通して活用した22の学級である。小学校高学

年総合向け番組「おこめ」「川｣、小学校中学

年理科番組「びっくりか」「ふしぎいっぱい」

の4番組いずれかの研究協力校である（表

1)。

表1評価対象としたコンテンツの一覧

番組タイトル対象学年 教科・領域

’

おこめ

川

ふしぎいっぱい

びっくりか

小学校5．6学年

小学校4．5学年

小学校3年

小学校4年

学習環塊・教室の文脈

図1デジタル教材の評価の枠組み
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表2デジタル教材のカテゴリ別アクセス数

出船G

図lに示すように、デジタル教材を包括的

に評価するために、コンテンツそのものの使

用履歴（アクセスログ)、学習者への効果、

教師の利用意図の3つの側面に着目し、5つ

の方法を組み合わせた評価を行った。

・コンテンツに対する評価

a)アクセスログの分析：各校に設置された動．

画サーバのアクセス記録を手がかりに、デ

ジタル教材の活用実態を把握するためのロ

グ分析システムを開発した。

・教師に対する分析

b)質問紙調査：アクセスログとあわせて、デ

ジタル教材の実際の利用状況とその意図を

把握するための質問紙調査を2003年3月に

20名の教師を対象に行った。

c)インタビュー：各番組から1名（おこめで

は2名）の教師を選び、インタビューを実

施した。アクセスログ、学習者の評価デー

タと実際の使用状況との関連を検証した。

・学習者に対する評価

d)イメージマップ：「おこめ｣「理科」など

の番組の核になるキーワードのイメージが

活動とともにどのように変化するかについ

て子どもの実態を把握した。学習の前後と

して、6月・3月の2回、調査を実施し

た。

e)情報活用能力テスト：類似のテーマ（ここ

では「クジラ｣）が設定されたときに子ど

もがそれにどう向き合っていくつもりかを

自由記述形式を中心として調査した。設定

するサプテーマ、採用する調査方法、発表

方法、遠隔地の友人に伝えるための方法、

自分で調べるのと教師に教えてもらうのと

どちらを好むかについて、学習の前後での

変容を捉えた。

5．結果

(a)アクセスログ分析

2002年度1年間のアクセスログ総数は22校

合計で387台のパソコンから約78,000回のア

クセスが記録された。そのうち、テレビが約

0.4％、クリップが8.3％、ホームページが

23.8％、掲示板が67.5％の割合で利用された。

番組ごとに利用傾向は異なった。おこめ、川

では掲示板の活用が目立ち、一方、「びっく

りか｣、「ふしぎいっぱい」では、クリップが

比較的活用されていた（表2)。総合・教科

表3 放送回とアクセス日数
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4月 5月 6月 7月 8月 9屑 10月 11月 12月 1月 2月 3月

蕊1回 1 8 10 6 1
１
１ 8 114 1 1 1

麓2回 4 21 8 6 1 3 3 2

麓3回 22 9 5 4 11 1

篇4回 4 27 7 1l‘ 6 6 4 2 1

篇5回 28 5 212 2 512

塊6回 9 22 2 5 6 2

第7回 27 8 3 2 1 2 1

鰯8回 1 22 3 6 1 3 2

箆9回 17 3 5 2 1

蕊10回 28 2 3’1
範11回 37 6 7'12 1

篭12回

第13回

露14回

鱒15回

第16回

蕊17回

節18回

範19回

表中の欧字は､アクセス日
数の値であり､1日に1度で
もアクセスがあった堤合に、
1日と数えられる。放送回
については､URLから特定
できたものみであり感掲示
板へのアクセスは含まれて
血色へ■a

10 26

25
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4
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1

3

16

6

I

1

3

1

2

11

10

3 6

露20回 ■ﾛﾛﾛ■ 7



TheJapanAssociationforEducationalMediaStudy

２
５
１
５
０

●

●

１

０

謡
吋
部

一
一
一

"~プロ電～=…*－－一合-．~壬一一．,公一ムーム

ジ／、翼、 :－．7－､、腿／
夕

、〃室
､．｡o・
茂

毎．~‐型垂

蕨●'‐轍

毒マ垂

図2コンテンツのメディア!侍性と教師の利用意図（「おこめ」の場合）

の特徴に合わせた利用実態が明らかになっ

た。

活用時期・時間帯ごとの分析としては、教

科は授業時間（11-12.14時台)､総合は授業

時間外（8．13．．16時台）でのアクセス数が

多く、教科特性により異なる結果となった。

また、年間を通すと、6-7月と10-11月に利用

のピークが存在した。放送回との関連では

(表3)、各回に用意されたコンテンツが、ほ

ぼ1年間にわたって利用されていることがわ

かった。振り返り等に利用されていると推測

できる。表3は、おこめの結果であるが、他

番組も同様の傾向を示した。

コンテンツごとの分析では、特に、動画ク

リップ、Web上の用語集「調べてみよう」の

キーワード検索において、特定のクリップ・

用語にアクセスが集中しており、研究校それ

ぞれの具体的な学習活動との関連の中で、コ

ンテンツが選択利用されていることが示され

た（例えば、古代米の栽培を行っている研究

校は、利用したクリップ上位3つが、古代米

であった）。

70%)。利用意図には、学習活動のイメー

ジ化(12名)、学習意欲の向上(11)、多様な

ものの見方・考え方の狸得(11)が挙げられ、

視覚的な効果以外にも、情意、あるいは情報

源として活用された。

デジタル教材では､「やってみよう」「クリ

ップ」「調べてみよう」「掲示板」の活用度合

いが高く、ログ分析の結果を裏付けている。

さらに、教師が使用する割合と生徒が使用す

る割合では、総合（教師31:児童69）と教科

(教師55：児童45)で結果がわかれた。期待さ

れる内容には、交流学習(10名)、充実した

情報量（8名)、場所や時間に制限されずに欲

しい情報を獲得できる（6名）が挙げられた。

2）番組、Web，体験活動に期待する効果の

度合いを尋ねた結果（図2）からは、メディ

アに応じた使い分けの実態が示された。番組

では、総合では動機付けが、教科では分かり

やすさが重視される。WebではPCの操作リ

テラシの獲得、個別の学習ニーズに応えるこ

と、その他の活動では、コミュニケーション

力、発表、調べる力などの基本的な学び方に

関する項目が重視された。

(b)質問紙調査

質問紙調査を分析した結果、以下のことが

明らかになった。

1）放送番組は、多くの教師が番組を継続的

に一斉視聴していた（おこめ：64％、川：

71％、ふしぎいっぱい：93％、びっくりか：

(c)インタビュー

イメージマップ、くじらアンケート、教師

向けアンケート、アクセスログ分析システム

等の評価結果について、研究協力校の担当教

師にインタビューを試みた結果、以下のこと
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が明らかになった。

1）イメージマップ調査では、児童ごとの個

性がよく現れる。ただし中学年では、その

日の単元に影響されることも多く、調査時

期については検討を要する。

2）くじらアンケート調査では、特に総合的

な学習との関連の中で、情報活用能力との

関連を指摘する意見が聞かれた。ただし、

情報活用能力は、総合だけ、特定の教科だ

けで育成されるわけではなく、国語、社会、

あるいは学校行事といったあらゆる児童の

学習体験の総体の中に、デジタル教材が位

置づけられた結果と見るべきである。

イメージがより豊かに形成されていることが

確認された（平均伸び率127.2％；最小

118.3%,最大141.7%)。学習活動が本格化する

前の平均語数は14.9(SD=3.4)語であったの

に対し、学習活動後には平均18.9(SD=3.7)

語に伸びている（図3)。

リンク数からみる「構造性」の指標におい

ても、各授業とも事前より事後のほうが、イ

メージにより広がりが表れた（平均伸び率

131.9%;最小125.7%,最大143.2%)。学習活

動が本格化する前の平均リンク数は2.83

(SD=0.85)であったのに対し、学習活動後

には平均3.74(SD=0.81)であった（図4)。

(d)イメージマップ

6月、3月と1年間の学習の中で2回のタ

イミングで実施した。各番組とも事前より事

後により多くの語を書き込む傾向がみられ、

(e)情報活用能力テスト

子どもが学習テーマを設定し、調べて、発

表する過程について「くじら」をテーマにし

て自由記述形式を中心として調査した。22校

。事前（6月1－
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30学級（問l～4は783名、問5は771名）の

変化を比較した結果、次のことがわかった

(図5)。

1）すべての番組を通して、調査手段として、

「コンピュータ・インターネット」などの

IT機器を挙げた児童が増加した(49.9%

→62.1%)o

2）発表手段としては、「ポスターセッショ

ン」（2.3%→6.8%)、「コンピュータ」(7.2％

→13.6鋤の増加が目立った。特に理科では、

ポスターセッション、模造紙を用いた発表

の伸びが著しい。

3）遠隔地への友人に成果を伝える手段とし

て、インターネットやテレビ会議などの電

子媒体を挙げた児童がすべての番組で増加

した(おこめ：64．1%→76.2%,川:44.3%-*

57.0%,理科：44.6%→46.2%)。

4）「自分で調べたい」「先生に教わりたい」

「両方」「やりたくない」の4択で学習をど

う進めたいか聞いた項目では、「自分で調

べたい」と思う児童の数はわずかな増加

（41.7％→42.3%)であったが、「両方」では

26.2％から29.0％と増加傾向を示した。

6．考察

5つの評価方法を組み合わせてデジタル教

材の効果を評価した結果、次の3点が明らか

になった。

・アクセスログ・教師を対象にした質問紙調

査から、実際の教室環境での利用状況と、

教師がどのような意図でコンテンツを使い

分けていたのかが明らかになった。

・イメージマップ、情報活用能力テストによ

る学習効果の調査からは、デジタル教材を

活用した効果の一端を検証することができ

た。

・インタビューからは、デジタル教材がそれ

ぞれの学級での学習活動に結び付けられて

利用されている実態が明らかになった。

5つの評価方法は、図1で示したように教

室でのデジタル教材の利用実態をそれぞれ

に異なるアプローチで扱った。その結果、

デジタル教材の利用実態、デジタル教材を

込みにした授業実践による学習効果、教師

によるデジタル教材の利用意図を明らかに

することができた。それぞれの方法で得ら

れた成果情報とその課題を表4に示す。

7．おわりに

本調査ではコンテンツ、教師、学習者に対

する包括的な評価を試みた。その結果、デジ

タルコンテンツが教室環境で教師のどのよう

な意図のもとに利用され、どういった効果を

及ぼしているのかが明らかになった。今後の

表4各評価方法で得られた成果と課題

得られた成果情報

番組ごとの利用傾向

アクセスログ 学校の活用時期・時間帯

コンテンツごとのアクセス数

教師質問紙
放送利用・他の活動の実態

メディアごとの利用意図

教師インタビュー
指導上の工夫､デジタル教材を

使った授業イメージ

児童イメージマップ
年間を通したイメージ変化

児童情報活用テスト
学習計画をたてる力

情報活用能力・IT利用
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課題

学習環境との対応

アクセス履歴の視覚化

コンテンツ個々の評価指標化

コンテンツ単位の利用意図・学習効

果の評価

具体的な単元設計とデジタル教材の

位置づけ

デジタル教材が広げた部分の抽出

学習活動に即した語句の選定

デジタル教材の内容面との関連

デジタル教材のメディア特性の理解
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課題として次の4点を挙げておきたい。

1）コンテンツごと、つまりクリップ1本、

Web教材1つ1つに対する評価の問題であ

る。後述の教科特性とも関連するが、個々

のコンテンツに明確な制作意図､学習課題、

評価基準を持たすのか、教師による評価を

妥当な形で集約する方法を開発する必要が

ある。

2）本調査では4つの番組を同じ方法で評価

した。しかし実際には、教科ごとの特性・

学習課題の差があり、デジタル教材そのも

のも対象教科によってその構成の仕方は異．

なる（宇治橋ら,2003)。学習課題とメディ

ア特性に応じた評価手法の枠組みづくりが

求められる。

3）5つの評価方法をすべて実施するのは実

践者にとって大きな負担である。また、研

究協力校に限った調査では広く利用されて

いる成果とは異なる限定された結果と言わ

ざるを得ない。教師、学習者の負担になら

ない調査規模の拡大が可能な評価方法の検

討と、その一方で1つの教室レベル、1つ

の単元レベルの綴密なケーススタディを平

行して進めていくべきである。

4）教材評価によって得られたフィードバッ

クを活かすのは制作者である。本調査では

総括的な評価として示したが、それ以前の

形成的評価に利用できる評価方法が望まし

い。教師、学習者ら利用者と制作者の交流、

作り終えたものについても必要に応じて随

時更新．改良していくなど§Web上の教材

である特性を活かしたフィードバック．ル

ープを模索する必要性があるのではない

か。
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AssessmentofEducationalContentsinDigitalLearningEnvironments

INAGAKI,Tadashi(TohokuGakuinUniversity)

OKAMOI,0,KyosukeICHIKAWA,HisashiandSUZUKI,Katsuaki

(IwatePrefectureUniversity)

UJIHASHI,Yuii(NHKEducationalCorporation)

KODAIRA,Sachiko(NHKBroadcastingCultureResearchInstitute)

KUROKAMI,Haruo(KansaiUniversity)

Thelearningenvironmentofaclassroomwheredigitizationhasprogressedinrecentyearsneedsnew

schemestoevaluateeducationalcontentsanditseffectonlearning.Toevaluatetheoutcomebyusingdigital

learningmaterialsinrealclassroomcontext,fivemethodswereemployed:a)AccessLonganalysisfordigital

learningmaterials,b)TeachersQuestionnaire,c)IもachersInterviewd)ImageMaptestforpupils,ande)a

ResearchPlanningtestforpupils・Asaresult㎡theevaluation,wefoundtheactualconditionsofhowdigital

learningmaterialsareused,thelearningeffectthroughpractice,andtheintentofteachersusingdigital

learningmaterials.

Keywords:digitization,learningmaterials,informationtechnologyineducation,evaluation,broadcasted

educationalprogramming
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